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エコスラグセンター（岸本地内）

影山　一郎

岸本作業所みらい（福祉センター内）

影
山　

新
町
建
設
計
画
に
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
新

生
伯
耆
町
の
総
合
的
な
障
害

者
の
支
援
を
行
う
た
め
、
支

援
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
が

必
要
で
は
な
い
か
。
岸
本
作

業
所
は
組
織
の
拡
大
に
よ
り

施
設
の
充
実
拡
張
が
図
ら
れ

な
い
か
。

町
長　

障
害
者
の
地
域
で
の

自
立
生
活
を
総
合
的
に
支
援

で
き
る
よ
う
障
害
者
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
必
要
な
指
導
・

助
言
を
行
う
相
談
窓
口
の
設

置
や
、
身
近
な
就
労
、
生
活

訓
練
の
場
と
し
て
活
用
で
き

る
複
合
的
な
施
設
を
目
指
し

て
計
画
を
進
め
た
い
。
小
規

模
作
業
所
「
み
ら
い
」
に
つ

い
て
は
通
所
さ
れ
る
方
が
増

え
て
現
在
の
場
所
で
は
対
応

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

作
業
所
を
運
営
さ
れ
て
い
る

家
族
会
と
一
緒
に
検
討
し
た

い
。

福祉対策

ゴミ問題
景
山　

西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
は
可
燃
物
焼
却
場
建
設

計
画
を
持
ち
、
南
部
町
に
二

ヶ
所
の
建
設
候
補
地
が
あ
る

と
言
う
。
情
報
を
町
民
に
公

開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
伯
耆
町
に
お
い
て

も
再
資
源
化
を
徹
底
し
て
進

め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

減
量
化
計
画
策
定
に
と
り
く

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

広
域
の
焼
却
場
は
南

部
町
地
内
に
二
ヶ
所
候
補
地

を
選
定
し
て
い
る
。
場
所
の

公
開
は
広
域
行
政
管
理
組
合

と
関
係
町
か
ら
の
公
開
を
待

ち
た
い
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
化
計
画
は
県
、

広
域
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

景
山　

焼
却
場
の
場
所
は
公

開
で
き
な
い
と
い
う
が
私
の

調
べ
た
と
こ
ろ
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
大
山
ゴ
ル
フ
場
の
近

辺
と
い
う
。
小
町
や
坂
長
は

風
下
に
な
り
影
響
が
無
い
と

は
言
え
な
い
。
明
ら
か
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

南
部
町
は
候
補
地
を

承
諾
し
て
お
り
、
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
に
今
後
は
ま

か
せ
た
い
。



創刊号 伯耆町議会だより

（15）

住民福祉

幅田千富美

幅
田　

合
併
前
、
説
明
で
は

「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担

は
軽
く
調
整
」
と
い
い
な
が

ら
、
今
年
度
予
算
で
、
国
保

税
、
介
護
保
険
料
、
保
育
料
、

上
下
水
道
料
金
、
障
害
者
や

介
護
予
防
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
様
々
な
公
共
料

金
や
利
用
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
。
旧
溝
口
住
民
に
は
年

間
一
世
帯
十
万
円
か
ら
二
十

万
円
も
の
値
上
げ
と
な
る
。

そ
の
上
、
腎
臓
透
析
患
者
の

交
通
費
助
成
ま
で
カ
ッ
ト
し

て
「
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り

の
あ
る
町
政
」
と
言
え
る
の

か
、
見
直
し
を
求
め
る
。

町
長　

合
併
協
議
、
調
整
方

針
の
基
本
原
則
「
制
度
の
違

い
あ
る
も
の
は
原
則
一
元
化

を
は
か
り
健
全
財
政
維
持
で

き
る
範
囲
で
調
整
し
、
負
担

増
の
場
合
、
具
体
的
理
由
・

根
拠
を
示
す
」
こ
の
立
場
で
、

運
営
状
況
・
今
後
の
推
計
を

示
し
、
適
正
な
受
益
者
負
担

を
お
願
い
し
、
町
財
政
が
維

持
で
き
る
よ
う
調
整
し
た
。

合
併
協
議
会
決
定
で
あ
り
、

現
時
点
で
の
見
直
し
は
出
来

な
い
。

田渕　章人

溝口郵便局

田
渕　

旧
溝
口
町
に
於
い
て

公
共
料
金
等
の
口
座
引
落
し

は
、
町
内
全
金
融
機
関
で
住

民
の
都
合
の
よ
い
金
融
機
関

を
選
び
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

合
併
し
て
伯
耆
町
に
な
っ
た

後
、
旧
溝
口
町
時
代
、
郵
便

局
で
申
し
込
み
し
た
既
利
用

者
に
つ
い
て
は
認
め
る
が
、

新
規
に
郵
便
局
で
の
口
座
振

替
を
伯
耆
町
と
し
て
は
認
め

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

な
ぜ
か
。

町
長　

指
定
金
融
機
関
か
ら

郵
便
局
に
対
し
て
収
納
代
理

店
と
し
て
指
定
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
と
、
口
座
引
落

手
数
料
が
一
件
に
つ
き
郵
便

局
は
十
円
、
他
の
金
融
機
関

は
五
円
と
な
っ
て
お
り
、
経

費
節
減
の
た
め
取
扱
っ
て
い

な
か
っ
た
。
合
併
協
議
に
於

い
て
岸
本
町
の
例
に
よ
る
と

さ
れ
た
為
で
す
。
今
後
指
定

金
融
機
関
と
協
議
し
郵
便
局

を
収
納
代
理
店
と
し
て
指
定

し
郵
便
局
で
も
口
座
引
落
が

で
き
る
よ
う
早
急
に
検
討
す

る
。

公共料金


